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一文字「はやぶき」の耐風基準について 

 

一文字「はやぶき」は 6 種類の働き幅があり、標準の吊子止めは 1 枚に 6 箇所です。吊子の 1 箇所の強度 

は同じですので、1 ㎡当りの吊子数により耐風強度が決まります。つまり、働き幅が小さいほど１㎡当りの吊 

子数が多いので、耐風強度が大きくなります。本資料は「はやぶき」の耐風強度に関する設計・施工の参考 

資料として活用して下さい。 

注意事項 

●適用工法基準は「平成 12 年建設省告示 1458 号に基づく風圧力」に準じて求めた許容耐風性能値に基づき設定してい 

ます。「風速○m/s まで耐える」という基準ではありません。 

●屋根勾配は 3/10（3 寸）で計算した数値を使用しています。 

●対象建物の建築高さは軒高さと棟高さの平均高さとし、1m 未満は切り上げした数値です。 

●適用工法基準はノジハイローΦ4.6x25（日本パワーファスニング社製ビス）を使用し、弊社の試験値に基づき安全率 

を 3として計算したものです。 

●釘打ち（スクリュー釘Φ2.6x25）の場合、ビス止めに比べて約 60％の強度となります。強風地域や高層の建物にはビ 

ス止めを標準として下さい。 

●「はやぶき」の施工は建築基準法・消防法など建築用途や施工地域に適合した仕様で施工して下さい。 

●「はやぶき」は規格（働き幅）により耐風強度が違います。また、下地や固定するファスナーによっても違います。 

高所や強風地域において事前に強度確認が必要な場合は、弊社開発営業部までお問い合わせ下さい。 

●「はやぶき」は本体一枚に 6個の固定用吊子が付いていますが、高所や強風地域の場合、吊子を増やして施工する場 

合があります。その場合は別途ご購入願います。 

●本基準は強度を保証するものではありません。設計・施工の資料としてご活用して下さい。 

●正式な強度計算書が必要な場合は開発営業部までお問い合わせ下さい。 

 

施工方法の確認及び決定 

使用する一文字「はやぶき」の規格において、施工方法を確認及し、決定して下さい。 

対象建築物の条件確認 

1.建物の高さ（軒高さと棟高さの平均高さ）を確認して下さい。 

2.建築場所の条件を確認して下さい。 

ⅰ）基準風速の確認・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2～3ページ（表 1）参照 

ⅱ）地表面粗度区分の確認・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4ページ（表 2・3）参照 

ⅲ）強風場所の確認・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4ページ  （表 4）参照 

補強方法の決定 

1.「はやぶき」の耐風基準表から補強範囲を確認し施工法を決定・・・・・ 6～11 ページ（表 6）参照 

2.補強が必要な場合は補強範囲を決定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 ページ（図 1）参照 

3.強風場所の補強工法の決定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 ページ（表 5）参照 

その他の確認事項 

1.屋根勾配及び流れ方向の長さの確認：勾配は 3/10（3 寸）以上、長さは 3/10 の場合 10m です。 

2.パーライトモルタルや特殊下地の場合は、使用する釘又はビスの強度確認を必ず行って下さい。 
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[表 1] 
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地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分（平成（平成（平成（平成 12121212 年建設省告示第年建設省告示第年建設省告示第年建設省告示第 1454145414541454 号）号）号）号）    

平成 12 年建設省告示第 1454 号では①都市計画区域の外か内か、②海岸線又は湖岸線からの距離、③対象とする

建築物の高さの 3 つで判断する法方を規定しています。地表粗度区分Ⅰ、Ⅳはそれぞれ都市計画区域外とで、特定

行政庁が定めることになっています。Ⅱ、Ⅲの地域は、都市計画域外と内でそれぞれ下図に示すとおりです。まず、

建築場所の地表面粗度区分を確認して下さい。                            [表 2] 

Ⅰ 都市計画区域外にあって、極めて平坦で障害物がないものとして特定行政庁が規則で定める区域 

 

Ⅱ 

 

都市計画区域外であって地表面粗度区分Ⅰの区域以外の区域（建築物の高さが 13メートル以下の場合を

除く。）又は都市計画区域内にあって地表面粗度区分Ⅳの区域以外の区域のうち、海岸線又は湖岸線（対

岸までの距離が 1500 メートル以上のものに限る。以下同じ。）までの距離が 500 メートル以内の地域（た

だし、建築物の高さが 13メートル以下である場合又は当該海岸線若しくは湖岸線からの距離が 200 メー

トルを超え、かつ、建築物の高さが 31メートル以下である場合を除く。） 

Ⅲ 地表面粗度区分Ⅰ、Ⅱ又はⅣ以外の区域 

Ⅳ 都市計画区域内にあって、都市化が極めて著しいものとして特定行政庁が規則で定める区域 

                                                                               

[表 3] 

 

 

 

 

 

 

 

 

強風場所の目安強風場所の目安強風場所の目安強風場所の目安                                                                                                                                                    [表 4]    

条  件 具体例 

海岸又は海岸から近い場所 海岸線や湖岸線から 200m 程度以内の場所 

風道になる場所 谷あいなど 

傾斜の強い場所 見晴らし良い場所、山頂、ひな段状敷地など 

風避けのない広い場所 田園地帯など 

 

強風場所の適用工法強風場所の適用工法強風場所の適用工法強風場所の適用工法                                                                        

強風場所に使用される場合は、安全を期するために下記の通り 1ランクアップして施工して下さい。   [表 5] 

適用工法 強風場所の適用工法 

標準工法 補強工法 1 

補強工法 1 補強工法 2 

補強工法 2 補強工法 3 

補強工法 3 補強工法 4 

補強工法 4 補強工法 5 

補強工法 5 施工不適 
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[図 1]               はやぶきの補強工法 
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